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▲

生活習慣病予防のウォーキングは
正しい姿勢から

一

勝
浦
町
長
感
謝
状

中

西

正
（
人
権
擁
護
委
員
）

中

徹
（
民
生
児
童
委
員
）

花

房

恒

夫
（
民
生
児
童
委
員
）

鈴

江

梁

子
（
民
生
児
童
委
員
）

後

藤

喜

亘
（
民
生
児
童
委
員
）

櫻
木
千
代
子
（
民
生
児
童
委
員
）

神

田

保

子
（
民
生
児
童
委
員
）

中

原

茂

雄
（
民
生
児
童
委
員
）

二

勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
状

瀧

花

性

善
（
社
協
役
員
）

稲

井

稔
（
社
協
役
員
）

日

下

ア

サ
（
老
人
福
祉
）

前
田
ハ
ナ
ヱ
（
老
人
福
祉
）

岸
野
ト
ミ
子
（
老
人
福
祉
）

戸
川
ハ
ツ
子
（
老
人
福
祉
）

山

田

昌

男
（
障
害
福
祉
）

山

畑

和

男
（
父
子
福
祉
）

山

本

順

子
（
更
生
保
護
）

櫻
木
千
代
子
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

柳

澤

花

子
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

片
山
シ
ゲ
ミ
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

大
下
フ
サ
子
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

西

勝

美
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

池

田

千

惠
（
勝
寿
会
）

長

通

悦

子
（
勝
寿
会
）

谷

光

子
（
勝
寿
会
）

野
上
眞
利
子
（
勝
寿
会
）

福
岡
多
佳
子
（
勝
寿
会
）

三

勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
感
謝
状

林

治

男
（
善
意
銀
行
）

山
口
和
紀
宣
（
善
意
銀
行
）

森

内

智
（
善
意
銀
行
）

谷

ツ
ヤ
子
（
善
意
銀
行
）

森

喜

美
（
歳
末
募
金
）

山

野

芳

子
（
歳
末
募
金
）

櫻
木
千
代
子
（
歳
末
募
金
）

谷

脇

恒

雄
（
歳
末
募
金
）

溝

田

季

子
（
歳
末
募
金
）

中

西

勝

一
（
歳
末
募
金
）

國

清

和

子
（
歳
末
募
金
）

平

岡

勝
（
歳
末
募
金
）

野
上
伊
佐
子
（
歳
末
募
金
）

中

西

正
（
歳
末
募
金
）

勝
浦
青
果

（
歳
末
募
金
）

勝
浦
清
流
ク
ラ
ブ
（
歳
末
募
金
）

勝
浦
町
更
生
保
護
女
性
会

（
歳
末
募
金
）

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

並
び
に
紅
舞
会
実
行
委
員
会
一
同

（
歳
末
募
金
）

表
彰
状
並
び
に
感
謝
状
を

受
け
ら
れ
た
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

去
る
十
一
月
十
日
、
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
十
七

回
健
康
・
福
祉
ま
つ
り
が
町
民
約

四
百
人
が
参
加
し
、
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
と
社
会
福
祉
協
議

会
が
関
係
団
体
と
連
携
の
も
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
と
と

も
に
毎
年
開
催
し
、
そ
の
時
、
課

題
と
な
っ
て
い
る
事
柄
を
取
り
上

げ
る
と
と
も
に
、
永
年
に
わ
た
り

地
域
で
保
健
や
福
祉
に
功
績
、
貢

献
の
あ
っ
た
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
表

彰
状
並
び
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
特
に
来
年
か
ら
本
格

的
に
実
施
を
予
定
さ
れ
て
い
る
医

療
制
度
改
革
の
中
の
、
特
定
健
診

に
関
す
る
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
町

民
に
広
く
関
心
を
も
っ
て
も
ら
い
、

実
施
に
向
け
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

勝
浦
病
院
院
長
の
平
賀

隆
先

生
に
よ
る
講
演
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
防
ぐ
た
め
に
」

と
、
そ
の
対
策
と
し
て
京
都
大
学

非
常
勤
講
師

岡
本
香
代
子
先
生

に
は
、
運
動
の
習
慣
化
を
図
る
た

め
、
特
に
だ
れ
で
も
、
い
つ
で
も

で
き
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て

実
践
を
ふ
ま
え
て
講
演
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
と
関
係

の
深
い
糖
尿
病
は
、
徳
島
県
で
は
、

全
国
ワ
ー
ス
ト
一
が
十
四
年
続
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
に
、
本
町

に
お
い
て
も
重
点
事
項
と
し
て
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
対
策
の
一
例
と
し
て
、
運
動

習
慣
の
動
機
づ
け
と
し
て
更
生
保

護
女
性
会
の
阿
波
お
ど
り
体
操
も

実
演
さ
れ
、
会
場
の
参
加
者
も
一

体
と
な
っ
て
、
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
日
ご
ろ
健
康
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
、

男
の
料
理
教
室
会
員
に
よ
る
試
食

コ
ー
ナ
ー
も
開
設
さ
れ
、
二
百
人

分
用
意
さ
れ
た
試
食
（
チ
ヂ
ミ
）

も
大
変
好
評
で
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
場
外
で
は
第
五
回

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
が

開
催
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

に
よ
り
、
色
々
と
工
夫
さ
れ
た
各

種
模
擬
店
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
契
機
と
し
て
、
ま
す

ま
す
勝
浦
町
民
の
健
康
寿
命
が
延

伸
で
き
る
よ
う
、
な
お
一
層
、
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
方
々
に
感

謝
し
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

▲健康を保つウォーキングについて
実技指導される 岡本香代子先生

▲メタボリックシンドロームの
予防は「まず肥満の解消が大
切」と話される平賀隆院長

▲男の料理教室試食コーナーの会員さん

第17回 健康･福祉まつり

盛大に開催される!
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徳島県後期高齢者医療広域連合の保険料率が決定しました

平成20年４月から現行の老人保健制度が「後期高齢者医療制度」に変わります

平成19年11月徳島県後期高齢者医療広域連合議会臨時会において可決された「徳島県後期高齢

者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例」が制定され、徳島県後期高齢者医療における保険

料率や賦課限度額、葬祭費等が定められました。

Ｑ わたしの保険料はいくらになりますか？

Ａ １人ひとりの保険料は，被保険者全員に等しく負担していただく「被保険者均等割額」と，その方

の所得に応じて負担していただく「所得割額」の合計額となります。

①被保険者均等割額は，被保険者全員共通に定額で課されます。

ただし，所得の低い方などについては，被保険者均等割額が軽減されます。

②所得割額は，被保険者ご本人の所得（基礎控除後の総所得金額）に，所得割率（徳島県は7.43％）

を掛けた額となります。

③年金収入のみの被保険者の場合，収入額が153万円以下の場合には，所得割額が課せられません。

Ａ １人ひとりの保険料額には，賦課限度額（上限額）が設けられ，年額50万円に設定されています。

賦課限度額は，所得の高い方には応分の負担をお願いし，中間的な所得層の方の負担ができるだけ

抑えられるようにするという考え方のもと設定されています。

Ｑ 保険料の軽減措置はどの様なものですか？

Ａ 所得の低い方や，これまで保険料負担がなくこの制度の発足により新たに負担が発生する被用者

保険の被扶養者の方については，保険料額が軽減されます。

①低所得世帯に属する被保険者については，被保険者均等割額が軽減されます。

軽減される割合は，世帯の所得に応じて，７割，５割，２割の３種類となります。

②後期高齢者医療制度に加入する直前に，被用者保険の被扶養者であった方については，新たに

本人に保険料負担が課せられることから，激変緩和を図るため，制度加入時から２年間，所得割

は課さず，被保険者均等割のみを課すこととし，その額を５割軽減します。なお，これとは別に

平成20年４月から９月までの間は保険料の徴収はされず，10月から翌年３月までの保険料は９割

軽減されることになります。

被保険者均等割額 40,774円 所得割率 7.43％

保険料 ＝ 被保険者均等割額 ＋ 所得割額

被保険者本人の基礎控除後の総所得金額等（基礎控除後の総所得金額）×所得割率※

※被保険者均等割額及び所得割率（保険料率）は，２年ごとに設定されます。

保 険 料 に つ い て

※

被保険者証について
新しい被保険者証は１人に１枚交付され，平成20年３月中に被保険者の住所にお届けします。

給付について
後期高齢者医療制度では，現行の老人保健制度と同様の給付を受けられます。病気やけがで医療機関等

にかかるときは，医療費の１割（現役並み所得者は３割）を自己負担します。

給付に関する申請や届出の受付は，お住まいの市町村の後期高齢者医療担当窓口で行います。

平成20年４月から「高額医療・高額介護合算制度」が始まります。１年間（毎年８月１日から翌年７月

31日まで）に支払った「後期高齢者医療」及び「介護保険」の自己負担額の世帯合算額があらたに設け

られる限度額を超えた場合には，申請により高額介護合算療養費として支給されます。

被保険者の方が亡くなられたときは，葬祭を行う方に対して葬祭費２万円が支給されます。

【問い合わせ】 勝浦町福祉課 （42）1502 徳島県後期高齢者医療広域連合 088（677）3666
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平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日

か
ら
十
一
月

四
日

ま
で
開
催
さ
れ
た
、
第
二
十
二
回
国
民

文
化
祭
勝
浦
町
主
催
事
業
「
人
形
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
in
勝
浦
」
で
は
、
期
間
中
一
万
二
千
人
を

超
え
る
来
場
者
を
お
迎
え
し
、
盛
況
の
内
に
閉

幕
い
た
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
面
で
活
躍

さ
れ
た
方
々
が
勝
浦
町
長
表
彰
、
勝
浦
町
教
育

委
員
会
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
に
際
し
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
多

数
の
関
係
各
位
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

町
長
表
彰

池

内

理

菜

第
十
八
回
全
日
本
高
校
デ
ザ
イ
ン
・
イ
ラ
ス
ト

展
に
お
い
て
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞

秋

成

怜

美

第
三
十
回
夏
休
み
犬
の
絵
コ
ン
ク
ー
ル
就
学
前

の
部
で
最
優
秀
賞
の
理
事
長
賞
を
受
賞

坂
口
昇
太
郎

水
上
ス
キ
ー
世
界
選
手
権
大
会
ス
ラ
ロ
ー
ム

部
門
に
日
本
代
表
選
手
と
し
て
出
場

教
育
委
員
会
表
彰

西

角

卓

馬

平
成
十
八
年
度
徳
島
県
中
学
校
軟
式
野
球

優
秀
選
手
賞
を
受
賞

貞
岡
八
重
子
（
感
謝
状
）

長
年
に
わ
た
り
勝
浦
町
体
育
指
導
員
と
し
て

体
育
普
及
振
興
に
貢
献

十
月
十
六
日
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お

い
て
町
村
監
査
委
員
と
し
て
七
年
以
上
在
職

し
、
功
労
の
あ
っ
た
者
に
全
国
町
村
監
査
委

員
協
議
会
会
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
、
本

町
か
ら
は
栗
城

宏
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

栗
城
さ
ん
は
、
平
成
十
二
年
か
ら
現
在
ま
で

勝
浦
町
監
査
委
員
と
し
て
町
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

栗
城
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
回
の
受
賞
に

対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

栗城 宏 さん（中山）

徳島県・徳島県教育委員

会及びあいぽーと徳島指定

管理者が共催で実施いたし

ました「人権に関する児童

生徒の作品」募集事業にポスターを応募し、５名の方

がみごと受賞されました。おめでとうございます。

★小学校５・６年生部門

優秀賞 生比奈小学校６年 竹山ひかり

「みんなの笑顔がエネルギー」

入 選 横瀬小学校 ６年 中 尾 愛

「響け！私達の笑顔の歌」

★小学校３・４年生部門

入 選 横瀬小学校 ４年 米 澤 良 郎

「力を合わせよう」

★中学校部門

入 選 勝浦中学校 ３年 谷 綺 音

「私たちが育てていく 人権の樹」

入 選 勝浦中学校 ３年 中 尾 陽 子

「全ての子どもたちに 希望と自由を」

財
団
法
人
自
治
情
報
セ

ン
タ
ー
の
宝
く
じ
収
益
金

を
利
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
に
よ
り
、
石
原

区
に
太
鼓
や
鼓
な
ど
神
楽

の
演
奏
用
具
が
整
備
さ
れ

ま
し
た
。

石
原
区
で
は
、
石
原
天

神
社
で
行
わ
れ
る
秋
祭
り

な
ど
で
こ
の
用
具
を
使
用

し
、
伝
統
的
な
神
楽
の
伝

承
を
行
う
な
ど
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
層
の
醸

成
に
役
立
て
た
い
と
の
こ

と
で
す
。

勝
浦
町
長
表
彰

教
育
委
員
会
表
彰
を
受
賞

平
成
十
九
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
で
太
鼓
等
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
！

町村監査委員表彰受賞

作品ポスター
入賞!!

まちかど散歩みち
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
用
の
町
指
定
袋
（
緑
色
）

に
つ
い
て
こ
ん
な
質
問
が
多
く
あ
り
ま
す
。

Ｑ

緑
色
の
袋
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ハ
ン
ガ
ー
や
お

も
ち
ゃ
、
歯
ブ
ラ
シ
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
ビ
デ
オ
テ
ー

プ
を
出
し
て
い
い
で
す
か
。

Ａ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
あ
っ
て
も
、
商
品
の
本
体
は

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
の
で
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
で
き
た
容
器
や
袋
、
包
装
フ
ィ
ル
ム

な
ど
を
緑
色
の
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ハ
ン
ガ
ー
、
お
も
ち
ゃ
な
ど

は
、
ど
う
す
る
の
で
す
か
。

Ａ

燃
え
る
ご
み
袋
（
黄
色
）
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
大
き
い
も
の
（
縦
横
三
十
㎝
以
上
）

は
、
解
体
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
小
さ
く
切
る
か
、

切
れ
な
い
場
合
は
、
そ
の
他
金
属
（
透
明
黒
字
）
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
用
（
ピ
ン
ク
色
）
町
指
定
袋
が
家

に
残
っ
て
い
ま
す
が
、
使
え
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
用
指
定

袋
（
緑
色
）
の
代
用
品
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

共
通
し
た
注
意
事
項

※
食
品
、
洗
剤
な
ど
の
中
身
を
全
部
出
し
て
、
汚
れ
を

取
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
次
の
も
の
は
燃
え
る
ご
み
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

食
品
の
中
身
・
汚
れ
が
取
れ
な
い
も
の
、
裏
側
が
ア

ル
ミ
箔
（
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
の
袋
な
ど
）
、
塩
素
系

（
漂
白
剤
な
ど
）
の
ボ
ト
ル
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製

保
冷
箱
・
緩
衝
材

ご
み
の

分
別
④

徳
島
県
市
町
村
団
塊
の
世
代
対
策
推
進
協
議
会
で
は
Ｕ
Ｊ

Ｉ
タ
ー
ン
者
向
け
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

つ
い
て
は
、
同
窓
会
や
ふ
る
さ
と
会
な
ど
の
、
県
外
在
住
者

の
方
へ
の
開
催
案
内
送
付
時
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し

て
頂
け
る
場
合
に
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
主
な
助
成
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
ご
協
力

頂
け
る
場
合
は
事
前
に
総
務
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
助
成
概
要
〉

同
窓
会
事
務
局
な
ど
に
対
し
、
県
外
在
住
者
に
対
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
送
付
に
か
か
る
費
用
と
し
て
、
一
通
あ
た
り

九
十
円
を
上
限
と
し
て
助
成
す
る
。
（
営
利
目
的
等
の
場

合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
）

〈
必
要
書
類
〉

助
成
申
込
書
、
県
外
送
付
分
の
領
収
書
ほ
か
（
事
後
払
と

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

〈
助
成
期
間
〉

平
成
二
十
年
二
月
末
日
ま
で
に
申
し
込
み
を
行
っ
た
も
の

〈
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
大
き
さ
〉

縦
二
十
セ
ン
チ
、
横
二
十
一
セ
ン
チ
、
重
さ
七
十
五

グ
ラ
ム
程
度
（
封
書
の
場
合
は
定
形
外
に
な
り
ま
す
。
）

〈
お
問
い
合
わ
せ
〉

勝
浦
町
総
務
税
務
課

４
２
（
２
５
１
１
）

Ｉ
Ｐ

０
５
０
（
３
４
３
８
）
７
１
４
８

第
二
十
八
回
県
南
少
年
サ
ッ
カ
ー
Ｃ
リ
ー
グ
戦
大
会

（
小
松
島
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
）
が
、
十
月
六
日
・

七
日
の
二
日
間
、
和
田
島
緑
地
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
リ
ー
グ
戦
三
勝
一
分
で
見
事
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

上
勝
・
ク
レ
イ
ン
は
、
勝
浦
の
Ｆ
Ｃ
ク
レ
イ
ン
八
人

と
Ｆ
Ｃ
上
勝
三
人
の
合
同
チ
ー
ム
で
、
Ｃ
リ
ー
グ
と
は
、

小
学
校
一
年
生
～
三
年
生
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
ど
う

し
で
行
わ
れ
た
リ
ー
グ
戦
で
す
。

UJIターン者向けＰＲパンフレットを送りませんか？

少
年
サ
ッ
カ
ー

上
勝
・
ク
レ
イ
ン

（
勝
浦
・
上
勝
合
同
チ
ー
ム
）

優
勝
に
輝
く
！

���������	�
�������



はぐくみ
クラブ行事

６

ア ラ カ ル ト情報

毎
年
恒
例
の
文
化
祭
を
次
の
と
お
り
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
方
が
作
品
を
出

品
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日

時

平
成
二
十
年
一
月
十
二
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

平
成
二
十
年
一
月
十
三
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

募
集
す
る
作
品

写
真
・
書
道
・
油
絵
・
イ
ラ
ス
ト
・
水
墨

画
・
手
工
芸
・
生
け
花
・
俳
句
・
短
歌
・

川
柳
・
彫
刻
・
陶
芸
・
日
本
画
・
漫
画

そ
の
他
芸
術
作
品

作
品
の
搬
入

一
月
十
日

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

搬
入
先

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階

県
立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
徳
島
・
鳴
門
・

阿
南
・
西
部
）
で
は
来
年
四
月
入
校
の
訓
練

生
を
募
集
し
ま
す
。

※
は
高
卒
以
上
対
象
科

お
問
い
合
わ
せ

入
校
志
望
の
県
立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

徳
島

０
８
８（
６
３
１
）１
４
７
４

鳴
門

０
８
８（
６
８
６
）４
７
５
２

阿
南

０
８
８
４（
２
６
）０
２
５
０

西
部

０
８
８
３（
６
２
）３
０
６
７

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所

県
雇
用
能
力
開
発
課

０
８
８（
６
２
１
）２
３
５
１

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
」

の
十
二
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も

子
供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ

れ
て
い
る
子
供
と
保
護
者
）

並
び
に
妊
婦
さ
ん

十
一
月
の
活
動
報
告

お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
ぽ
か
ぽ
か
陽
気

の
中
「
み
か
ん
狩
り
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

自
分
で
取
っ
て
食
べ
る
み
か
ん
は
格
別
お

い
し
く
子
供
た
ち
は
、
口
い
っ
ぱ
い
ほ
お

ば
っ
て
い
ま
し
た
。

帰
り
に
、
お
み
や
げ
の
み
か
ん
ま
で
い

た
だ
き
、
大
満
足
で
し
た
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

Ｉ
Ｐ

０
５
０(

３
４
３
８)

９
８
１
３

1 2月 の 行 事

18
日

14
日

11
日

４
日

ク
リ
ス
マ
ス
会

（
プ
レ
ゼ
ン
ト･

昼
食
あ
り
）

午
前
十
一
時
～
午
後
一
時

ご
ろ
ま
で

リ
ト
ミ
ッ
ク

歌
・
手
遊
び
・
絵
本
読
み

聞
か
せ

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
飾

り
つ
け
と
リ
ー
ス
作
り

12月

第
三
十
三
回

勝
浦
町
文
化
祭
作
品
募
集

み
か
ん
狩
り
を
楽
し
む
こ
ど
も
た
ち

県
立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

訓
練
生
募
集

校 名
徳 島

テクノスクール
鳴 門

テクノスクール
西 部

テクノスクール
阿 南

テクノスクール
西 部

テクノスクール

募 集

訓練科

金属技術科

アパレル技術科

インテリア木工科

理容科・美容科

※電子機器科

塗装科

※メカニカル技術科

車両メンテナンス科

建築科

※電子工事科

ＯＡ処理科 設備施工科

申 込

期 間

平成19年12月３日 ～

平成20年１月15日

平成20年２月１日 ～

３月５日

申込先
入校志望のテクノスクール
または各公共職業安定所

居住地を所管する
各公共職業安定所

入 校

選考日

平成20年１月31日
午前10時～

平成20年３月19日
午前10時～

��
��
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７

生
涯
学
習
を
始
め
ま
せ
ん
か
。
本
学
は
正

規
の
通
信
制
大
学
・
大
学
院
で
す
。
最
新
の

総
合
的
な
知
識
を
学
ん
で
、
知
る
喜
び
を
実

感
し
な
が
ら
社
会
の
進
展
に
も
対
応
！
全
国

で
様
々
な
職
業
・
年
代
の
十
万
人
が
在
学
。

【
目
的
】
親
子
の
あ
り
方
、
仕
事
上
の
力
量

ア
ッ
プ
、
豊
か
な
日
常
生
活
、
幅
広
い
教
養
、

自
分
発
見
、
健
康
等
に
役
立
て
る
。
今
か
ら

大
学
卒
業
を
目
指
す
。
資
格
を
と
る
。
定
年

退
職
の
方
も
新
た
な
学
び
を
お
楽
し
み
下
さ

い
。

【
学
習
】
全
三
百
七
十
科
目
。
一
科
目
か
ら
、

マ
イ
ペ
ー
ス
で
学
べ
て
、
仕
事
と
両
立
。
授

業
は
一
科
目
当
た
り
週
一
回
Ｃ
Ｓ
放
送
で
視

聴
。
授
業
テ
ー
プ
の
視
聴
・
貸
出
は
当
セ
ン

タ
ー
（
仕
事
帰
り
や
土
日
も
可
）
美
馬
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
日
和
佐
図
書
館
で
。

【
募
集
学
生
】
大
学
お
よ
び
大
学
院
（
卒
業

を
目
指
す
全
科
生
／
一
年
在
籍
の
選
科
生
／

半
年
在
籍
の
科
目
生
）
。
短
大
・
専
門
学
校

卒
は
三
年
次
編
入
可
。
二
学
期
制
。
入
試
な

し
。（
大
学
院
修
士
全
科
生
の
み
入
試
有
）

【
募
集
期
間
】

平
成
十
九
年
十
二
月
十
五
日
～

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日
（
必
着
）

募
集
要
項
請
求
・
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

（
徳
島
市
新
蔵
町
二
）

０
８
８（
６
０
２
）０
１
５
１

自
衛
隊
生
徒

応
募
資
格

中
卒（
見
込
含
）十
七
歳
未
満
の
男
子

採
用
一
次
試
験

平
成
二
十
年
一
月
十
二
日

受
付
期
間

平
成
二
十
年
一
月
八
日

ま
で

二
等
陸
・
海
・
空
士

応
募
資
格

十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
の
男
子

採
用
一
次
試
験

平
成
十
九
年
十
二
月
十
六
日

お
よ
び
一
・
二
月
中
旬
（
予
定
）

受
付
期
間

各
試
験
日
前
日
ま
で

試
験
会
場

徳
島
航
空
基
地
（
松
茂
町
住
吉
）

試
験
科
目

筆
記
試
験
、
口
述
試
験

適
性
検
査
お
よ
び
身
体
検
査

待
遇
と
生
活

身

分

特
別
職
国
家
公
務
員

給
与
等
（
下
表
参
照
）

衣
食
住

隊
員
は
、
全
員
隊
内
の
宿
舎
で

起
居
し
ま
す
が
、
平
日
の
課
業
時
間
終
了

後
お
よ
び
休
・
祝
日
は
、
外
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
宿
舎
費
は
無
料
で
、

食
事
、
制
服
、
作
業
服
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
、

靴
そ
の
他
の
被
服
類
、
寝
具
等
も
支
給
又

は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

休
日
・
休
暇

年
次
休
暇
（
年
間
二
十
四

日
）
の
ほ
か
、
夏
季
お
よ
び
年
末
年
始
の

特
別
休
暇
等
が
あ
り
、
週
休
二
日
制
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
自
衛
隊
徳
島
地
方
協
力
本
部

阿
南
地
域
事
務
所
ま
で
（
阿
南
市
富
岡
町

内
町
一
六
四

内
町
会
館
一
Ｆ
）

０
８
８
４
（
２
２
）６
９
８
１

恒
例
と
な
っ
た
「
お
正
月

七
福
神
め

ぐ
り
」
を
ご
案
内
し
ま
す
。

谷
中
七
福
神
は
江
戸
で
も
っ
と
も
古
い

七
福
神
で
、
順
路
途
中
に
は
、
有
名
人
の

お
墓
も
多
く
、
長
谷
川
一
夫
、
川
上
音
二

郎
、
宮
城
道
夫
、
牧
野
富
太
郎
、
獅
子
文

六
、
渋
沢
栄
一
な
ど
文
人
・
財
界
・
俳
優

な
ど
著
名
人
の
お
墓
を
参
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
新
し
く
迎
え
る
年
が

“七
難
即
滅

七
福
促
成
”

の
「
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
」
と
願
い
な
が
ら
七
福
神
を
参
拝
し

ま
し
ょ
う
。

事
前
の
申
込
み
な
ど
は
不
要
で
す
。
当

日
集
合
場
所
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時平

成
二
十
年
一
月
十
四
日
（
月
・
祝
）

午
前
九
時
三
十
分

集
合

Ｊ
Ｒ
山
手
・
京
浜
東
北
線

田
端
駅
北
口
（
改
札
前
）

行
程

（
歩
く
距
離

約
五
㎞
）

東
覚
寺（
福
禄
寿
）
↓
青
雲
寺（
恵
比
寿
）

↓

修
性
寺（
布
袋
尊
）
↓

天
王
寺（
毘
沙
門

天
）
↓

長
安
寺
（
寿
老
人
）
↓

護
国
院
（
大

黒
天
）
↓
寛
永
寺
弁
天
堂
（
弁
財
天
）

解
散

十
二
時
三
十
分
こ
ろ

上
野
・
不
忍
池
弁
天
堂
付
近
で

問
い
合
わ
せ

田
村
博
一

０
４
９
（
２
５
８
）４
８
１
９

森

猛

０
４
２
（
３
７
９
）６
０
９
８

「
放
送
大
学
」

四
月
入
学
生

募
集

自
衛
官
募
集
中
！

※特別退職手当 （平成19年4月1日現在）

区 分

任期満了毎の支給
２任期ま

で通算し

た場合の

支給額
１任期 ２任期 累 計

陸上

（１任期目が

２年採用）

598,667
円

1,309,334
円

1,908,001
円

1,964,001
円

陸上･海上
航空

（１任期目が

３年採用）

936,499

円

1,374,666

円

2,311,165

円

2,405,667

円

給与等 （平成19年4月1日現在）

給

与

初 任 給 157,500円 採用時の給与は、

採用予定者の学
歴・経歴により

異なります。９ヶ月後 172,100円

期末･勤勉手当 年２回、4.45ヶ月

各種手当等

特殊勤務手当、調整手当、
寒冷地手当、特地手当、乗

組手当（艦艇）、航海手当、

航空手当等がそれぞれの該

当者に支給されます。



８

平
成
二
十
年
勝
浦
町
成
人
式
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
ぜ
ひ
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

日

時

平
成
二
十
年
一
月
二
日

受
付

午
前
九
時
三
十
分
～

式
典

午
前
十
時
～

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

該
当
者

昭
和
六
十
二
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

平
成
十
四
年
度
勝
浦
中
学
校
卒
業
生
お
よ

び
十
一
月
三
十
日
現
在
町
内
に
在
住
し
て
い

る
方
に
は
、
町
教
育
委
員
会
か
ら
ご
通
知
い

た
し
ま
す
。
ほ
か
に
も
該
当
の
方
は
当
日
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
参
加
に
あ
た
り
、
華
美
に
な
ら
な

い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
４
２
）２
５
１
５

保
育
所
入
所
説
明
会
お
よ
び

入
所
受
付
申
込
に
つ
い
て

平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
、
勝
浦
町
の

保
育
所
に
入
所
を
希
望
す
る
児
童
の
保
護
者

を
対
象
に
入
所
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

入
所
定
員

生
比
奈
保
育
所

九
十
人

横
瀬
保
育
所

九
十
人

※
入
所
説
明
会
に
出
席
で
き
な
い
場
合
は
、
役

場
福
祉
課
・
生
比
奈
保
育
所
・
横
瀬
保
育
所

で
説
明
会
以
降
、
申
込
用
紙
を
配
布
し
て
い

ま
す
。

◎
保
育
所
入
所
説
明
会

日

時

十
二
月
四
日

午
後
七
時
～

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室

◎
入
所
申
込
受
付

入
所
児
童
き
き
と
り
調
査

日
時
・
場
所

平
成
二
十
年
一
月
七
日

横
瀬
保
育
所

平
成
二
十
年
一
月
八
日

生
比
奈
保
育
所

午
前
九
時
～
午
後
四
時

※
こ
の
日
時
以
外
は
、
原
則
的
に
受
付
を
い
た

し
ま
せ
ん
の
で
、
都
合
の
悪
い
方
は
事
前
に

保
育
所
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
役
場
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

生
比
奈
保
育
所

（
４
２
）３
０
７
７

横
瀬
保
育
所

（
４
２
）２
２
４
６

平
成
二
十
年
度

保
育
所
入
所
説
明
会

成
人
式
の
ご
案
内

午
前
九
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

生
比
奈
保
育
所
（
リ
ズ
ム
室
お
よ
び
園
庭)

０
歳
～
５
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者
）

問
い
合
わ
せ

生
比
奈
保
育
所

(

４
２)

３
０
７
７

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
４
７
３

21日 12日 ５日

★
十
二
月
生
の
お
誕
生
会

★
わ
ん
ぱ
く
教
室
お
楽
し
み
会
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
手
遊
び
や
ク
リ
ス
マ
ス
の
曲
に
合
わ
せ
て

楽
器
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
サ
ン
タ
さ
ん
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定

★
マ
ラ
カ
ス
を
作
ろ
う
。

★
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
付
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

★
お
餅
つ
き
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

★
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

★
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

日 時 平日 午前９時～午後４時

場 所 生比奈保育所

内 容 乳幼児に関する来所相談・電話相談

育
児
相
談
日

日 時 ４ ・６ ・10 ・12
18 ・20 ・25 ・26
午前９時～10時

場 所 生比奈保育所

健
康
相
談
日

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

12月

��
��

��
��



９

農
地
転
用
と
は

農
地
を
農
地
で
な
く
す
こ
と
、
す
な
わ
ち

農
地
に
区
画
形
質
の
変
更
を
加
え
て
、
住
宅

用
地
・
工
場
用
地
・
道
路
・
山
林
な
ど
の
用

地
に
転
換
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

一
時
的
な
農
地
転
用
は

農
地
を
一
時
的
な
資
材
置
き
場
・
作
業
員

仮
宿
舎
・
砂
利
採
取
場
な
ど
と
し
て
利
用
す

る
場
合
も
転
用
に
な
り
、
許
可
が
必
要
で
す
。

許
可
を
受
け
な
い
で
農
地
を
転
用
し
た
場
合

は
、
農
地
法
に
違
反
す
る
こ
と
と
な
り
厳
し

い
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

今
後
日
本
は
、
超
高
齢
化
・
人
口
減
少
社

会
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
い
老

後
を
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
若
い
う

ち
か
ら
の
備
え
が
必
要
で
、
年
金
へ
の
加
入

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

農
業
者
年
金
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
加

入
者
数
の
変
化
や
財
政
事
情
に
左
右
さ
れ
な

い
、
今
の
時
代
に
合
っ
た
安
全
安
心
な
公
的

年
金
で
す
。
意
欲
あ
る
担
い
手
へ
の
保
険
料

の
助
成
や
税
金
控
除
な
ど
多
く
の
特
典
が
あ

り
ま
す
。
特
に
、
若
手
農
業
従
事
者
の
か
た

は
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局

（
４
２
）１
５
０
５

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
い
つ
も
物
心
両
面

に
お
世
話
に
な
り
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

早
く
も
後
一
月
あ
ま
り
で
徳
島
駅
伝
の
時

期
と
な
り
、
選
手
も
大
会
に
向
け
一
生
懸
命

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
個
人

練
習
、
合
同
練
習
に
お
い
て
路
上
で
の
練
習

の
機
会
も
増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
次
の
件

に
つ
き
ま
し
て
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

①
道
路
で
は
右
側
、
左
側
の
ど
ち
ら
も
走
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
を
お
願

い
し
ま
す
。
（
な
る
べ
く
交
差
点
や
道
路

を
横
断
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。）

②
夜
間
、
選
手
が
見
え
れ
ば
、
ラ
イ
ト
を
下

向
き
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い
し

ま
す
。

③
犬
の
放
し
飼
い
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。

※
ナ
イ
タ
ー
陸
上
は
、
火
曜
日
・
金
曜
日
・

日
曜
日
の
夜
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
４
２
）２
５
１
５

「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本
的
人
権
及

び
自
由
を
尊
重
し
確
保
す
る
た
め
に
、
世
界

の
す
べ
て
の
人
々
と
す
べ
て
の
国
々
と
が
達

成
す
べ
き
共
通
の
基
準
と
し
て
、
昭
和
二
十

三
年
（
一
九
四
八
年
）
十
二
月
十
日
の
第
三

回
国
際
連
合
（
以
下
「
国
連
」
と
い
う
。
）

総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

国
連
は
、
世
界
人
権
宣
言
採
択
を
記
念
し

て
、
採
択
日
の
十
二
月
十
日
を
「
人
権
デ
ー

（Human
Rights

Da
y

）」
と
改
め
、
加
盟
国

に
対
し
、
人
権
擁
護
活
動
を
推
進
す
る
た
め

の
各
種
行
事
を
実
施
す
る
よ
う
要
請
し
て
い

ま
す
。

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、
関
係
機
関
等
の
協
力
を
得
て
、
「
人
権

デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
一
週
間
（
十
二
月

四
日
か
ら
十
日
ま
で
）
を
「
人
権
週
間
」
と

定
め
、
世
界
人
権
宣
言
の
意
義
を
訴
え
る
と

と
も
に
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
年
も
、
十
二
月

四
日
か
ら
同
月
十
日
ま
で
を
「
第
五
十
九
回

人
権
週
間
」
と
し
て
、
各
種
行
事
を
実
施
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
徳
島
地
方
法
務
局
と
徳
島
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

・
「
育
て
よ
う

一
人
一
人
の

人
権
意
識
」

～
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い

命
を
大
切
に
～

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

・
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実

現
し
よ
う

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
に

対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見

を
な
く
そ
う

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮

し
よ
う

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害

は
止
め
よ
う

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

・
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な

く
そ
う

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対

す
る
認
識
を
深
め
よ
う

を
週
間
の
強
調
事
項
と
し
て
各
種
の
啓
発

活
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
お

互
い
に
相
手
の
人
権
を
尊
重
し
、
一
人
一
人

が
人
権
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
、
豊
か
な

人
間
関
係
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

人
権
に
つ
い
て
の
悩
み
事
は
、
人
権
擁
護

委
員
や
法
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
、
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

勝
浦
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次
の
方
々

で
す
。

細
川

寛
さ
ん
（
勝
浦
町
坂
本
）

滝
花
恒
子
さ
ん
（
勝
浦
町
棚
野
）

中
西

正
さ
ん
（
勝
浦
町
沼
江
）

寺
尾
弘
惠
さ
ん
（
勝
浦
町
星
谷
）

問
い
合
わ
せ

徳
島
地
方
法
務
局

徳
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

０
８
８（
６
２
２
）４
１
７
１

第
五
十
九
回

人

権

週

間

勝
浦
郡
陸
上
競
技
協
会
か
ら

の
お
願
い

農
業
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ



心身の発育や発達に関する必要

な相談を次のとおり実施します。

12月27日 午後２:00～

住民福祉センター１階

小松島療育センター

吉 良 明 美 先生

※相談については、事前に申し込

みが必要になります。12月６日

までに役場福祉課保健師へ申

し込み予約をしてください。予

約がない方については、受けれ

ません。

【問い合わせ・申し込み】

勝浦町福祉課保健師 （42）1502

10

「
初
心
者
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
体
験
教
室
」

の
お
知
ら
せ

心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
心
と
体
を
癒

す
。
ス
ト
レ
ス
社
会
に
お
け
る
万
能
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
で
す
。
初
め
て
の
方
、
体
が
硬
い
方

で
も
大
丈
夫
で
す
よ
！

プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
美
し
く
す
る
最
新
の

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
」
で
新
し
い

綺
麗
を
手
に
入
れ
よ
う
。
シ
ン
プ
ル
な
動
き

で
誰
で
も
で
き
る
や
さ
し
い
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
。

運
動
経
験
の
な
い
方
で
も
安
心
し
て
で
き
ま
す
。

対
象
者

高
校
生
以
上
の
方
で
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
順
で
各
教
室
二
十
人
程
度

参
加
費

一
回
二
百
円
（
保
険
料
含
む
）
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
事
前
に
勝
浦
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
仮
称
）
に
登
録
（
初
回
の
み
五
百
円
）
が

必
要
で
す
。
参
加
費
は
各
教
室
時
に
集
金
し

ま
す
。

日
程
等

【
初
心
者
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
体
験
】

①
十
二
月
二
日

午
後
七
時
～
八
時

②
十
二
月
十
六
日

午
後
七
時
～
八
時

【
初
心
者
の
ピ
ラ
テ
ィ
ス
・
マ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
験
】

①
平
成
二
十
年
一
月
二
十
日

午
後
七
時
～
八
時

②
平
成
二
十
年
一
月
二
十
七
日

午
後
七
時
～
八
時

会

場

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

三
階
ホ
ー
ル

講

師

徳
島
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
ラ
ボ
主
宰

関

本

真

美
先
生

準
備
物

運
動
で
き
る
服
装･

タ
オ
ル･

飲
み
物

問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

勝
浦
町
教
育
委
員
会
内
「
勝
浦
町
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
事

務
局
」

（
４
２
）２
５
１
５

～
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
）～

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
）
は
、
国
税
に
関
す
る
各
種
手
続

（
①
所
得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
、
酒
税
お

よ
び
印
紙
税
の
申
告
、
②
全
税
目
の
納
税
、

③
申
請
・
届
出
等
）
が
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
て
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
特
に
源
泉
所
得
税
の
毎
月
納

付
や
消
費
税
の
毎
月
申
告
な
ど
、
利
用
回
数

の
多
い
手
続
に
は
便
利
で
す
。

個
人
の
方
は
、
ま
す
ま
す
便
利
に

・
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（htt

p:/
/ww

w.n

ta.go.jp

）
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
を
利
用
す
れ
ば
、
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
用

の
申
告
デ
ー
タ
が
作
成
で
き
、
作
成
し
た

デ
ー
タ
を
当
コ
ー
ナ
ー
か
ら
直
接
電
子
申

告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
電
子
申
告
に
よ
り
所
得
税
の
確
定
申
告
書

を
提
出
す
る
際
、
本
人
の
電
子
署
名
及
び

電
子
証
明
書
を
併
せ
て
送
信
し
た
場
合
に
、

所
得
税
額
か
ら
五
千
円
（
そ
の
年
分
の
所

得
税
額
を
限
度
）
を
控
除
（
平
成
十
九
年

分
又
は
二
十
年
分
の
い
ず
れ
か
一
回
）
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
平
成
十
九
年
分
以
後
の
所
得
税
の
電
子
申

告
に
お
い
て
は
、
医
療
費
の
領
収
書
や
給

与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
一
定
の
第
三

者
作
成
書
類
の
添
付
を
省
略
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
（
平
成
二
十
年
一
月
か
ら

適
用
）。

も
っ
と
詳
し
い
情
報
は

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.e-tax.nta.go.jp

利
用
開
始
の
手
続
、
ご
利
用
時
間
、
パ
ソ

コ
ン
の
環
境
、
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
の
操
作

方
法
、
よ
く
あ
る
質
問
（
Ｑ
＆
Ａ
）
な
ど
、

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
に
関
す
る
最
新
の
情
報
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
前

に
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
税
に
関
す
る
情
報
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ

http:
//w

ww.
nta

.go
.jp

～

問
い
合
わ
せ

徳
島
税
務
署
（
徳
島
市
幸
町
三
ー
五
四
）

０
８
８（
６
２
２
）４
１
３
１

勝
浦
町
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
行
事
予
定

徳
島
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

子育て支援の一環として

発達相談窓口を

開設しています！
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～
認
証
木
材
を
使
用
し
て

新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
さ
れ
る
方
に

金
利
優
遇
を
実
施
し
ま
す
～

徳
島
県
内
で
生
産
さ
れ
た
木
材
が
た
く
さ

ん
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
県
土
の
保
全
や
地

球
温
暖
化
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
あ
な
た

の
「
木
づ
か
い
」
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

《
貸
付
の
内
容
》

《
受
付
期
間
》

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

《
取
扱
金
融
機
関
》

阿
波
銀
行
、
徳
島
銀
行
、
四
国
銀
行
、
四

国
労
働
金
庫
、
徳
島
信
用
金
庫
、
阿
南
信

用
金
庫
、
徳
島
県
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、

徳
島
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
農
林
水
産
部
林
業
振
興
課

木
材
生
産
流
通
担
当

０
８
８（
６
２
１
）２
４
４
８

《
こ
の
制
度
に
よ
る
住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利
優

遇
は
、
取
扱
金
融
機
関
の
協
力
に
よ
り
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
》

我
が
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
建
築
家
と
い
っ

し
ょ
に
考
え
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

日

時

平
成
二
十
年
二
月
九
日

場

所

徳
島
市
ふ
れ
あ
い
健
康
館

申
込
締
切

十
二
月
二
十
日先

着
四
十
人

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
住
宅
課

０
８
８（
６
２
１
）２
５
９
３

裁
判
員
制
度
と
は
？

裁
判
員
制
度
と
は
、
国
民
の
み
な
さ
ん
に

裁
判
員
と
し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
ま
た
、
有

罪
の
場
合
は
ど
の
く
ら
い
の
刑
と
す
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
、
他
の
裁
判
員
や
裁
判
官
と

一
緒
に
決
め
る
と
い
う
「
国
民
の
司
法
参
加
」

を
実
現
す
る
新
し
い
制
度
で
あ
り
、
平
成
二

十
一
年
五
月
ま
で
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

国
民
の
み
な
さ
ん
に
安
心
し
て
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
企
業
に
対
し
て
休
暇
制

度
を
設
け
て
い
た
だ
く
と
か
、
育
児
施
設
確

保
な
ど
様
々
な
働
き
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

徳
島
地
方
検
察
庁
で
は
、
裁
判
員
の
選
定

方
法
や
選
ば
れ
た
方
の
個
人
情
報
保
護
な
ど

に
つ
い
て
、
裁
判
員
法
お
よ
び
新
制
度
の
説

明
会
を
行
っ
て
お
り
、
日
時
・
場
所
、
人
数

や
対
象
者
（
例．

地
区
自
治
会
、
各
種
研
修

会
、
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
等
）
を
問
わ
ず
、

職
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
し
ま
す
（
無
料
）
。

ま
た
、
裁
判
員
が
活
躍
す
る
映
画
（
俳
優

の
中
村
雅
俊
さ
ん
・
西
村
雅
彦
さ
ん
、
女
優

の
加
藤
夏
希
さ
ん
ら
が
出
演
）
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や

ビ
デ
オ
も
無
料
で
配
布
・
貸
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
左
記
企
画
調
査
課
ま
で
御
連

絡
下
さ
い
。

徳
島
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

０
８
８（
６
５
２
）
５
１
９
１
（
代
）

勝
浦
町
で
は
、
障
害
者
が
自
立
し
た
日
常

生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、
指
定
相
談
事
業
者

へ
委
託
し
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

右
記
相
談
事
業
の
ほ
か
、
障
害
者
当
事
者

団
体
が
『
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
』
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

障
害
種
別
で
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

社
会
福
祉
協
議
会

（
４
２
）４
６
５
２

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て

木
造
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
講
習
会

場所 相談日

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階
研
修
室

１月 12月

10
日

24
日

31
日

６
日

20
日

27
日

精神障害者 知的障害者 身体障害者
障害
種別

月・水・金
９時～15時 月～金 ９時～17時 日時

徳島県立総合福
祉センター１階 徳島県立障害者交流プラザ３階 場所

携帯 FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL

相

談

窓

口

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
９
０(

５
１
４
２)

０
３
６
８

０
８
８(

６
３
１)

２
７
２
０

０
８
８(

６
３
１)

２
７
１
９

toku-iku
se
ikai

@kour
yu
-plaza.jp

０
８
８(

６
３
１)

６
２
４
０

０
８
８(

６
３
１)

６
２
１
１

kensinre
n

@kouryu-p
la
za.j

p

障
害
者
相
談
支
援
事
業

～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

森
を
木
づ
か
う
住
宅
資
金

貸
付
制
度
の
ご
案
内

認定木材使用住宅

（新築・建売）

認証木材使用リフォーム

（リフォーム・増改築）

上限金額 2,000万円 900万円

貸付金利

2.3％（平成19年10月時点：金利は金融情勢に

より変動する場合あり）

詳しくは、取扱金融機関の店頭または県ホーム

ページでご案内しています。

そ の 他 各取扱金融機関の定めによります。
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使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
の
回
収
を
昨
年
六
月

か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
容
器

に
詰
め
て
キ
ャ
ッ
プ
を
し
た
も
の
も
回
収
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
回
収
は
以
前
と

同
じ
で
、
次
の
と
お
り
で
す
。

回
収
場
所

①
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
登
録
店

横
瀬
地
区

杉
屋

横
瀬
店

棚
野
地
区

寒
山
商
店

生
名
地
区

宮
本
商
店

山
西
地
区

杉
屋

生
比
奈
店

②
公
共
施
設

中
角
地
区

農
村
婦
人
の
家

横
瀬
地
区

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

回
収
時
間

そ
れ
ぞ
れ
の
回
収
場
所
の
開
店
・
開
館
時

間
中

方

法

①
廃
油
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
て
、
も
れ

な
い
よ
う
に
キ
ャ
ッ
プ
を
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

②
廃
油
を
家
の
容
器
に
入
れ
て
お
持
ち
い
た

だ
き
、
設
置
し
て
い
る
容
器
に
移
し
て
く

だ
さ
い
。

回
収
で
き
な
い
も
の

廃
食
用
油
以
外
の
も
の
（
ガ
ソ
リ
ン
、
灯

油
、
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
等
）

廃
食
用
油
を
固
め
た
も
の
（
可
燃
ご
み
に

お
出
し
く
だ
さ
い
。）

飲
食
店
な
ど
の
事
業
所
か
ら
出
る
廃
食
用

油
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調
査
を

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業

所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活
動
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
調
査
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行

政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ

れ
る
と
と
も
に
、
企
業
・
大
学
な
ど
で
の
研

究
資
料
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
材
な
ど
、

広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

皆
様
か
ら
御
提
出
い
た
だ
く
調
査
票
に
つ

い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
御
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
本
年
の
調
査
よ
り
、
調
査
事
項
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
の
で
、
調
査
票
の
記

入
に
あ
た
っ
て
は
御
注
意
く
だ
さ
い
。

使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
の

回
収
方
法
変
更

平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
九
日

～

平
成
二
十
年
一
月
三
日

こ
の
期
間
中
は
、
印
鑑
証
明
や
戸
籍

謄
抄
本
等
、
税
務
関
係
の
証
明
書
交
付

事
務
は
取
り
扱
い
が
で
き
ま
せ
ん
。

（
住
民
票
に
限
り
、
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
間
は
発
行
で
き

ま
す
。）

慌
た
だ
し
い
年
の
瀬
、
つ
い
大
事
な

書
類
、
届
出
、
登
録
も
忘
れ
が
ち
に
な

り
ま
す
が
、
急
ぐ
手
続
き
な
ど
は
お
早

め
に
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

※
婚
姻
届
や
出
生
届
、
死
亡
届
な
ど
は

こ
の
期
間
中
で
も
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

平
成
十
九
年
十
二
月
三
十
日

～

平
成
二
十
年
一
月
三
日

年
末
の
ご
み
収
集
は
十
二
月
二
十
九

日

ま
で
行
い
ま
す
。
年
始
の
ご
み
収

集
は
、
平
成
二
十
年
一
月
四
日

か
ら

再
開
し
ま
す
。

休
業
期
間
中
は
、
フ
ェ
ン
ス
に
ご
み

を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
末
は
ご
み
を
出
す
の
が
集

中
し
ま
す
の
で
、
計
画
を
立
て
ご
み
収

集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
九
日

～

平
成
二
十
年
一
月
六
日

平
成
二
十
年
一
月
七
日

か
ら
平
常

営
業
し
ま
す
。

な
お
、
年
末
は
、
特
に
混
み
合
い
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
つ
け
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

毎
日
衛
生
㈲

（
４
２
）２
１
３
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
４
２
）４
９
５
０

ご
み
収
集
業
務

し
尿
収
集
業
務

役
場
窓
口
業
務

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

工
業
統
計
調
査
の
実
施

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
！

���
���

���
���

���

���
���

���
���
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年
末
特
別
警
戒
実
施
中
！

年
末
に
は
、
金
融
機
関
等
を
対
象
と
し
た

強
盗
事
件
を
は
じ
め
、
各
種
犯
罪
や
事
故
が

多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

県
警
察
で
は
、
犯
罪
の
抑
止
と
事
故
防
止

の
た
め
、
十
二
月
一
日
か
ら
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間

・
年
末
に
お
い
て
特
に
警
戒
を
要
す
る
犯
罪

（
金
融
機
関
等
対
象
の
強
盗
事
件
、
街
頭

犯
罪
お
よ
び
侵
入
犯
罪
、
暴
力
団
犯
罪
、

少
年
非
行
）
を
抑
止
す
る
た
め
の
活
動
等

の
強
化

・
交
通
安
全
運
動
の
推
進

・
雑
踏
事
故
の
防
止

を
重
点
と
し
た
年
末
特
別
警
戒
を
実
施
し

ま
す
。
期
間
中
、
県
下
一
斉
自
動
車
検
問
等

の
ほ
か

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

安
心
の
街

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
域
の
方
々
の
協
力
を

得
て
、
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
活
動
を
実
施
し
ま

す
。慌

た
だ
し
い
年
末
は
、
日
頃
気
を
付
け
て

い
る
事
柄
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。

被
害
に
遭
う
前
に
防
犯
面
等
に
注
意
を
払
っ

て
、
明
る
い
新
年
を
迎
え
て
く
だ
さ
い
。

安
心
・
安
全
の
た
め
に
、
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
に

勇
気
を
持
っ
て
相
談
を
！

安
心
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

＃
９
１
１
０

12
月
の
猟
銃
等
講
習
会
開
催
日
程

経
験
者
講
習

12
月
12
日

美
馬
警
察
署

12
月
26
日

小
松
島
警
察
署

初
心
者
講
習

12
月
５
日

徳
島
西
警
察
署

飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
交
通
事
故
を
一

掃
し
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
飲
酒
運
転
追
放

に
向
け
た
意
識
を
よ
り
強
固
に
醸
成
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
十
二
月
を
「
飲
酒
運
転
撲

滅
月
間
」
と
定
め
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

県
民
総
ぐ
る
み
で
、
「
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
」

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

★
家
庭
で
は
、
飲
酒
運
転
の
危
険
性
や
悲
惨

な
重
大
事
故
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
家
族

や
地
域
ぐ
る
み
で
飲
酒
運
転
追
放
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

★
各
企
業
、
事
業
所
で
は
、
飲
酒
運
転
ゼ
ロ

宣
言
を
実
施
し
、
職
場
ぐ
る
み
で
意
識
啓

発
を
図
り
、
飲
酒
運
転
追
放
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

★
酒
類
提
供
の
飲
食
店
及
び
酒
類
販
売
店
な

ど
で
は
、
飲
酒
運
転
撲
滅
協
力
店
に
参
加

し
、
利
用
客
へ
の
飲
酒
運
転
追
放
を
呼
び

か
け
ま
し
ょ
う
。

ゆ
ず
り
合
い

笑
顔
で
走
ろ
う

阿
波
の
道

年
末
年
始
は
、
交
通
量
の
増
加
等
に
伴
う

交
通
事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

交
通
安
全
思
想
の
高
揚
を
図
り
、
正
し
い
交

通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、

交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

期

間平
成
十
九
年
十
二
月
十
日

～

平
成
二
十
年
一
月
十
日

運
動
重
点
・
推
進
事
項

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
運
転
者
、
道
路
横
断
中
の
高
齢
歩

行
者
等
に
対
す
る
保
護
を
図
り
、
思
い
や

り
の
あ
る
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

・
飲
酒
運
転
等
無
謀
運
転
の
追
放

飲
酒
運
転
等
無
謀
運
転
の
悪
質
性
・
危

険
性
・
交
通
事
故
の
悲
惨
さ
を
認
識
し
、

地
域
、
職
場
、
家
庭
に
お
い
て
飲
酒
運
転

等
無
謀
運
転
を
許
さ
な
い
環
境
づ
く
り
に

努
め
ま
し
ょ
う
！

・
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
反
射

材
の
活
用

歩
行
者
、
自
転
車
や
対
向
車
な
ど
に
車

の
接
近
を
知
ら
せ
る
た
め
、
早
め
に
ラ
イ

ト
を
点
灯
し
、
歩
行
者
の
保
護
に
努
め
ま

し
ょ
う
！
ま
た
、
歩
行
者
・
自
転
車
利
用

者
は
反
射
材
の
活
用
に
心
が
け
よ
う
！

・
全
席
に
お
け
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
使
用
の
徹
底

交
通
事
故
発
生
時
に
お
け
る
被
害
の
防

止
・
軽
減
を
図
る
た
め
、
後
部
座
席
を
含

め
た
同
乗
者
全
員
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正

し
く
着
用
さ
せ
よ
う
！

家
庭
や
職
場
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
効
果
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
正
し
い
着
用
を
実
践
し
ま
し
ょ

う
！

安
全
と
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

１月10日は110番の日

緊急時 頼れるあなたの

110番

安心の警察相談

＃9110

年
末
年
始
交
通
安
全
県
民
運
動

が
始
ま
り
ま
す

飲
酒
運
転
撲
滅
月
間
が

実
施
さ
れ
ま
す
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年金加入記録についてのご相談につきましては、県内の社会保険事務所等の窓口で行っているほか、

専用フリーダイヤルやインターネットからも確認いただくことができます。是非ともご利用下さい。

■24時間、土・日曜日も対応

※お電話では、原則として、皆様の基礎年金番号や生年月日をお尋ねし、後日、回答票を郵送させていた

だいています。

※ご自身の基礎年金番号（年金手帳に記載されております。）をご用意ください。

※通話料金は一般の固定電話の場合、接続先にかかわらず市内通話料金でご利用いただけます。

■月～金曜日：午前８：30～午後５：15

ただし月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は午後７：00まで受付

■第２土曜日：午前９：30～午後４：00

※祝日、12月29日～１月３日はご利用いただけません。

年金を受給されていない方は、社会保険庁ホームページ（http://www.sia.go.jp/）「年金個人情

報提供サービス」から、ユーザＩＤ・パスワードを取得していただければ、いつでも年金記録がパ

ソコンで確認できます。

年金記録照会専用フリーダイヤル

「ねんきんあんしんダイヤル」 0120－657830

年金加入記録の確認について

国民年金保険料は、所得税及び住民税等の申告において全額が社会保険料控除の対象（非課税）

となります。また、ご自身の保険料だけでなく、配偶者やご家族の保険料を納めた場合も申告する

ことができます。年末調整や確定申告の手続きの際、１年間に納付した国民年金保険料の額を証明

する控除証明書（証明内容は本年１月から10月１日までに納付された国民年金保険料の額と、年内

に納付が見込まれる場合の納付見込額です）又は領収書が必要となりますので、控除証明書又は領

収書は大切に保管してください。

控除証明書の送付について、国民年金保険料を平成19年１月１日から10月１日までの間に納付さ

れた方は、平成19年11月上旬に送付しております。また、平成19年10月２日から12月31日までの間

に納付された方は、平成20年２月上旬に送付することとしております。

なお、詳しくは、社会保険事務所窓口までお問い合わせください。

また、控除証明書専用ダイヤルもご活用ください。

控除証明書専用ダイヤル 0570－00－9911
（平成19年11月１日～平成20年３月14日、平日9:00～17:00）

国民年金保険料の年末調整や確定申告は

「領収書」・「証明書」の添付が必要です

電話相談

インターネット

お手元に届いた回答票のお問い合わせや一般の

年金相談は、「ねんきんダイヤル」へ 0570－05－1165

社会保険庁のホーム
ページへアクセス

申し込み
ユーザＩＤ・
パスワードが郵送

２週間程
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保険税は必ず納期限内に納めましょう!

国保に加入している人には、療養の給付や療養費の支給、高額療養

費の支給、出産育児一時金の支給、葬祭費の支給などを受ける権利と、

保険税を納期内に納める義務があります。保険税は国保を健全に運営

するために大切な財源ですから、必ず納期限内に納めましょう。

短期被保険者証とはPOINT

保険税の未納が続くと、保険証の代わ

りに「短期被保険者証」が交付される場

合があります。これは通常の保険証より

も有効期間が短いので、更新手続きを頻

繁に行なわなければなりません。

→
督
促

と
く
そ
く

が
行
わ
れ
る

→

延
滞
金
な
ど
を
徴
収
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す

納
付
期
限
が
過
ぎ
る
と
…

そ
れ
で
も
納
め
な
い
で
い
る
と
…

通
常
の
保
険
証
の
代
わ
り
に

交
付
さ
れ
ま
す

→

短
期
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
る

納
付
期
限
か
ら
１
年
を
過
ぎ
る
と
…

保
険
証
を
返
還
し
ま
す

→

資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
る

国
保
の
給
付
が
全
額
、
ま
た
は
一
部

差
し
止
め
に
な
る

納
付
期
限
か
ら
１
年
６
か
月
を
過
ぎ
る
と
…

差
し
止
め
ら
れ
た
保
険
給
付
額
か
ら
、

滞
納
分
が
差
し
引
か
れ
る

そ
れ
で
も
納
め
な
い
で
い
る
と
…

→ → →

医療費の全額が

自己負担に

なってしまいますよ!

【問い合わせ】 勝浦町総務税務課国保係 (42)1503

特別な事情もないのに保険税を滞納すると、未納期間に

応じて、次のようなペナルティーが課せられます。長い間

滞納すると、財産の差し押さえなどの処分を受ける場合が

あります。さらに、介護保険を利用するときに制限を受け

るため、サービスが受けられないといったことも発生しま

すので、くれぐれも納め忘れのないようにしましょう。

も し 滞 納 し た ら …

資格証明書とはPOINT

保険税を１年以上滞納していると、健康保険証を市区町

村に返還しなければなりません。その代わりに交付される

のが資格証明書（国民健康保険被保険者資格証明書）です。

これは、国保の被保険者の資格を証明するものですが、保

険証のかわりにはなりません。病気になって医療機関にか

かったときは、全額を自分で負担しなければなりません。
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ん な 健の 康み

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

５ 水

運動教室
「歩くための身体づくり」

講師 井上 澄 先生

13:30～15:30
住 民 福 祉
セ ン タ ー

住 民
運動ができる服
装・タオル等

７ 金

運動教室
「歩くための身体づくり」

講師 井上 澄 先生

13:30～15:30 農村婦人の家 住 民
運動ができる服
装・タオル等

14 金

離 乳 食 講 習 会 13:00～13:30
農村環境改
善センター

平成19年６月１日

～10月31日までに

生まれた子

母子健康手帳

乳 児 健 康 診 査 13:30～14:00

15 土

男の料理教室

食生活改善推進員

合同研修会

13:30～
住 民 福 祉
セ ン タ ー

男の料理教室会員

食生活改善推進員
エプロン

18 火 健 康 相 談 10:00～11:00 勝 浦 会 館 住 民 健康手帳

の保健行事 〈問い合わせ 勝浦町福祉課保健師 （42）1502〉

糖
尿
病
教
室
、
十
二
月
は
次
の
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
に
つ
い
て

の
基
礎
知
識
や
食
事
・
薬
な
ど
わ
か
り

や
す
く
説
明
を
し
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場

所

勝
浦
病
院
二
階

研
修
室

時

間

午
後
二
時
か
ら

一
時
間
程
度

費

用

無
料
で
す

そ
の
他

申
込
み
は
不
要
で
自
由
参
加

で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ勝

浦
病
院

（
４
２
）２
５
５
５

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
４
４
１

12月の予定（いずれも火曜日）

日 担 当 内 容

４日 内科医師 糖尿病について

11日 坂口栄養士 食事について

18日 正瑞薬剤師 薬について

25日 亀山看護師長 生活と運動

12月

勝
浦
病
院

だ
よ
り

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
と
は
…

元
気
で
す
く
す
く
育
っ
て
い
た
赤
ち
ゃ
ん
が
、
眠
っ
て
い
る

間
に
突
然
亡
く
な
る
病
気
の
こ
と
で
す
。
い
ま
の
と
こ
ろ
原
因

は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
四
千
人
に
一
人
の
割
合
で

起
こ
る
と
い
わ
れ
、
生
後
二
ヵ
月
か
ら
六
ヵ
月
に
多
く
、
ま
れ

に
一
歳
以
上
で
も
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

原
因
や
対
策
が
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
で
す
が
、
つ
ぎ
の

三
つ
を
守
る
こ
と
で
、
発
症
率
を
低
く

で
き
る
こ
と
が
数
々
の
研
究
で
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。

１

「
う
つ
ぶ
せ
寝
」
に
し
な
い
で

「
う
つ
ぶ
せ
寝
の
方
が
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
危
険
性
が
高
ま
る
」
と
い

う
研
究
結
果
が
で
て
い
ま
す
。
医
学
上
の
理
由
で
必
要
な
と
き

以
外
は
あ
お
む
け
に
寝
か
せ
、
赤
ち
ゃ
ん
が
眠
っ
て
も
時
々
は
、

注
意
し
て
み
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

２

「
た
ば
こ
」
は
吸
わ
な
い
で

「
両
親
と
も
に
喫
煙
者
の
場
合
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
症
率
が
高
い
」

と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
妊
婦
さ
ん
自
身
の
喫
煙
は
も
ち

ろ
ん
、
赤
ち
ゃ
ん
の
そ
ば
で
の
喫
煙
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
身
近

な
人
に
も
禁
煙
を
お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。

３

授
乳
は
で
き
る
だ
け
「
母
乳
」
で

「
母
乳
で
育
て
ら
れ
た
乳
児
は
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
危
険
性
が
低
い
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
工
乳
が
直
接
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
引
き
起
こ

す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
限
り
お
母
さ
ん
の
母
乳
で

育
て
ま
し
ょ
う
。

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

乳

幼

児

を

持

つ

保

護

者

の

方

へ
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歩いて健康になろう
年齢を重ねるうえで大きな不安のひとつに「認知症」の問題があるのではな

いでしょうか。ウォーキングは、これを防ぐのにもすぐれた効果をがあります。

「足は第二の心臓」といわれ、足の筋肉がポンプの役目を果たし、全身の血

流が促されます。その結果、脳細胞にも新鮮な血液が送り込まれ、脳が活性化

されるのです。ウォーキングで頭をシャキッと目覚めさせ、認知症を予防させたいものです。

いつでも、どこでもできるウォーキングは、この手軽さからは想像がつかないほどの心身に

よい効果があります。きつくない程度に息がはずみ汗ばむくらいの速さで、１日１万歩が健康

づくりの目安です。さあ、あなたも今日からさっそく始めましょう。

私たちが食事をして得るエネルギーは人によって違いはあります

が、１日約2,500～3,000キロカロリー。このうち新陳代謝などか

らだ自体が必要としている分が1,500キロカロリーで、残りの1,000～

1,500キロカロリーが普段、からだを動かすことによって消費され

ます。

しかし、便利で豊かな現代、車にたよりきり、エスカレーターや

エレベーターにすぐに乗ってしまったり、仕事では一日中パソコン

の前に座っている人も多いはずです。その多くの人はエネルギーが使いきれず、１日あたり300キロ

カロリーが体内に残されたまま。この300キロカロリーは脂肪となって肥満をもたらし、さまざまな

病気、とくに生活習慣病などを引き起こす原因となります。

ウォーキングで１万歩、つまり300キロカロリーを消費するには距離で５～７㎞、時間にすると60～

90分というところです。これでもゴルフ１ラウンド、野球1.5ゲームに匹敵する運動量となります。

なぜ一日に一万歩、必要なの？STEP１

１万歩＝
ウォーキング

距離で５～７km
60～90分

ゴルフ

１ラウンド

野 球

１．５ゲーム

一般的に万歩計と呼ばれて

いるのが歩数計。今やウォー

キング・シューズとともに必

需品ともいえます。さまざま

なタイプが出ていますが、見

やすくて正確であることが

選び方のポイントです。

●認知症の防止 ●食欲増進

●血流を促す ●肩こり、腰痛の予防

●引き締まったボディをつくる

●消化器の機能が向上する

● 姿勢が良くなる

● 気分転換、ストレス解消

ウォーキングの効用STEP２
歩数計選びの

ポイント
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私
の
兄
は
自
閉
症
で
す
。
自
閉
症
の
人

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で
す
が
、

人
が
嫌
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
思

い
を
表
現
し
て
も
な
か
な
か
相
手
に
伝
わ

り
に
く
い
だ
け
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
聞
き

手
が
解
ろ
う
と
思
っ
て
聞
い
て
く
れ
た
ら
、

ち
ゃ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
で
き

ま
す
。
自
閉
症
の
中
に
は
す
ご
い
才
能
の

あ
る
天
才
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
人
も
い
る

そ
う
で
す
が
重
度
の
人
は
言
葉
が
し
ゃ
べ

れ
な
い
人
も
い
て
、
一
人
一
人
違
う
の
で

と
て
も
難
し
く
て
わ
か
り
に
く
い
障
害
だ

そ
う
で
す
。
時
々
自
閉
症
の
文
字
だ
け
を

見
て
自
分
の
殻
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
う

病
気
、
と
間
違
え
て
理
解
し
て
い
る
人
が

い
ま
す
が
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
小
さ
い
頃
か
ら
兄
と
一
緒
に
い
ろ

ん
な
と
こ
ろ
に
で
か
け
て
い
ま
し
た
。
家

族
一
緒
の
時
に
は
そ
う
で
も
な
い
の
で
す

が
、
二
人
だ
け
で
出
か
け
た
時
に
は
周
り

の
目
が
気
に
な
り
ま
し
た
。
兄
は
い
つ
も

ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
し
、
時
々
独
り
言
を

言
っ
た
り
す
る
の
で
、
「
あ
い
つ
お
か
し

い
ん
ち
が
う
ん
？
」
と
い
う
よ
う
な
目
で

見
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
兄
が
悪
い
わ
け
で

は
な
い
の
に
、
私
は
周
り
の
目
が
気
に
な
っ

て
、
兄
に
つ
い
き
つ
い
こ
と
を
言
っ
た
り

怒
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
は
、
そ
ん
な

自
分
を
本
当
に
情
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
初
め
て
、
障
害
者
の
療
育
キ
ャ
ン

プ
に
参
加
し
た
の
は
一
才
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
れ
か
ら
毎
年
参
加
し
て
い
る
の
で
、

色
々
な
障
害
の
あ
る
友
達
が
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
私
自
身
は
ど
ん
な
障
害
の
あ
る
人

と
も
仲
良
く
で
き
て
い
る
つ
も
り
で
し
た

が
兄
妹
と
し
て
、
二
人
だ
け
で
町
に
出
て

兄
が
何
か
す
る
と
、
や
っ
ぱ
り
恥
ず
か
し

い
と
思
っ
て
し
ま
う
自
分
は
、
イ
ヤ
な
自

分
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
小
学
二
年
生
の
頃
か
ら
、
同
級
生

に
兄
の
こ
と
で
か
ら
か
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

は
じ
め
は
「
○
○
の
兄
ち
ゃ
ん
、
本
屋
で

見
か
け
た
よ
。
」
と
い
う
程
度
だ
っ
た
け

ど
、
だ
ん
だ
ん
と
ば
か
に
し
た
よ
う
な
言

葉
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
私
は
、
「
今

度
は
ど
ん
な
事
を
言
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
」

と
思
っ
て
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
友
達
か
ら
兄
の
こ
と
を
い
わ
れ
る

と
下
を
向
い
て
黙
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
兄
の
悪
口
を
い
わ

れ
る
の
に
我
慢
で
き
な
く
な
っ
た
私
は
、

悪
口
を
い
っ
た
男
子
を
殴
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
時
、
先
生
は
「
何
で
殴
っ
た

ん
？
」
と
聞
い
て
く
れ
た
の
で
す
が
私
は

何
も
答
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
誰
に
も
私
の

気
持
ち
は
分
か
っ
て
も
ら
え
な
い
と
あ
き

ら
め
て
し
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
で
も
、

や
っ
ぱ
り
自
分
が
あ
き
ら
め
て
何
も
言
わ

な
か
っ
た
か
ら
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
誰

に
も
わ
か
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、

も
っ
と
兄
の
事
を
分
か
っ
て
欲
し
い
と
思

う
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
兄
に
は
、

す
ご
い
と
こ
ろ
や
良
い
と
こ
ろ
も
い
っ
ぱ

い
あ
る
ん
で
す
。

私
に
は
二
人
の
兄
が
い
ま
す
。
一
番
上

の
兄
と
は
八
歳
、
二
番
目
の
兄
と
は
六
歳

離
れ
て
い
る
の
で
、
兄
の
小
さ
い
頃
の
こ

と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
母
か
ら
兄
の
小

さ
い
頃
の
こ
と
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
小
さ
い
頃
の
兄
は
長
い
間
し
ゃ
べ
れ

な
く
て
、
や
っ
と
話
し
始
め
た
の
は
六
歳

に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
い
つ

ど
こ
へ
走
っ
て
い
く
か
分
か
ら
な
い
の
で

目
が
離
せ
な
か
っ
た
事
。
こ
だ
わ
り
が
き

つ
く
て
食
べ
ら
れ
る
も
の
や
着
ら
れ
る
物

は
、
ほ
ん
の
少
し
し
か
な
か
っ
た
事
。
自

分
が
興
味
の
あ
る
こ
と
に
は
す
ご
い
集
中

力
が
あ
る
け
ど
、
興
味
の
無
い
事
は
何
に

も
し
な
い
な
ど
、
と
て
も
育
て
に
く
い
子

供
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
で
も
兄
は
い
つ

も
片
手
に
本
を
持
っ
て
い
な
い
と
落
ち
着

か
な
い
の
で
、
ス
キ
ー
に
行
っ
て
も
ス
ト
ッ

ク
を
持
た
な
い
で
片
手
に
本
を
持
っ
て
、

そ
れ
を
ち
ら
ち
ら
見
な
が
ら
滑
っ
た
り
、

ピ
ア
ノ
を
弾
く
時
も
楽
譜
の
横
に
自
分
の

好
き
な
本
を
置
い
て
い
ま
す
。
で
も
、
そ

れ
を
持
っ
て
さ
え
い
た
ら
落
ち
着
い
て
色
々

な
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

一
番
上
の
兄
が
高
校
受
験
の
時
、
試
験

に
合
格
し
な
い
と
高
校
に
い
け
な
い
事
を

知
っ
て
、
「
僕
も
高
校
へ
行
き
た
い
の
で

勉
強
し
ま
す
」
と
言
っ
て
、
皆
を
び
っ
く

り
さ
せ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
先
生

方
と
両
親
が
協
力
し
て
受
験
を
目
標
に
、

小
学
生
の
勉
強
か
ら
や
り
直
し
て
の
受
験

勉
強
を
し
た
そ
う
で
す
。
初
め
の
頃
は
、

わ
か
ら
な
い
問
題
が
あ
る
と
パ
ニ
ッ
ク
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
落
ち

着
い
て
勉
強
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
見
事
、

高
校
に
合
格
で
き
ま
し
た
。
兄
は
飛
び
上

が
っ
て
喜
び
、
中
学
校
の
先
生
方
も
私
達

家
族
も
皆
大
喜
び
で
し
た
。
自
分
で
決
め

た
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
頑
張
っ
た
兄

は
本
当
に
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

無
事
高
校
を
卒
業
し
た
兄
は
、
今
、
松
山

で
念
願
の
一
人
暮
ら
し
を
し
な
が
ら
専
門

学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校
の
頃
か

ら
「
子
ど
も
達
に
夢
を
与
え
る
漫
画
家
に

な
り
た
い
ん
だ
」
と
い
つ
も
言
っ
て
い
た

兄
は
、
今
も
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

兄
は
と
て
も
ま
じ
め
で
、
海
や
山
や
川

な
ど
何
故
へ
遊
び
に
行
っ
て
も
、
ゴ
ミ
が

落
ち
て
い
る
と
す
ぐ
に
ゴ
ミ
拾
い
を
始
め

ま
す
。
地
球
環
境
に
は
と
て
も
う
る
さ
い

で
す
。
そ
し
て
、
猫
や
犬
や
い
ろ
ん
な
生

き
物
が
好
き
で
、
特
に
猫
は
大
好
き
で
す
。

小
さ
い
子
供
や
お
年
寄
り
に
対
す
る
思
い

や
り
も
持
っ
て
い
ま
す
。
本
当
の
バ
リ
ヤ

フ
リ
ー
を
兄
は
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
こ
ん
な
優
し
い
兄
の
事
を
正
し
く

理
解
し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
そ

し
て
そ
ん
な
社
会
に
な
っ
た
ら
、
本
当
の

バ
リ
ヤ
フ
リ
ー
が
実
現
す
る
と
思
い
ま
す
。

私

の

兄

平
成
十
五
年
度

全
国
中
学
校
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会
よ
り



第
二
十
二
回
国
民
文
化
祭
・
文
芸
祭

短
歌
大
会
受
賞
作
品

松

並

武

夫

選

か
つ
う
ら
歌
壇
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★
一
般
の
部

◆
文
部
科
学
大
臣
賞

子
の
脳
が
萎
縮
つ
づ
け
る
こ
の
う
つ
つ
芽
吹
く
木
草
の
匂
ふ
夜
な
り

三
重

近
藤
き
み
子

◆
国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞

小
鰯
は
七
度
洗
え
ば
鯛
の
味
と
教
へ
て
く
れ
し
姑
も
老
い
た
り

広
島

児

玉

三

佳

◆
徳
島
県
知
事
賞

八
十
年
谷
間
に
住
み
て
お
の
ず
か
ら
電
車
も
バ
ス
も
海
側
に
乗
る

福
岡

中

村

睦

美

◆
第
二
十
二
回
国
民
文
化
祭
徳
島
県
実
行
委
員
会
会
長
賞

ふ
た
つ
と
い
ふ
数
の
ぬ
く
も
り
も
も
、
り
ん
ご
ふ
た
つ
づ
つ
買
ふ
お
の
れ
ひ
と
り
に

徳
島

森

本

順

子

◆
徳
島
県
議
会
議
長
賞

持
ち
物
の
な
べ
て
に
ハ
ル
と
名
を
記
し
て
花
吹
雪
の
な
か
施
設
に
送
る

鳥
取

荒

井

玲

子

◆
徳
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

わ
れ
果
て
し
後
は
捨
て
田
と
思
ひ
つ
つ
稔
り
少
な
き
谷
地
の
田
起
こ
す

茨
城

黒

田

青

磁

◆
小
松
島
市
長
賞

延
命
の
装
置
を
外
し
し
夜
の
更
け
に
煙
草
ひ
と
口
夫
に
吸
は
す

千
葉

旭

千

代

◆
第
二
十
二
回
国
民
文
化
祭
小
松
島
市
実
行
委
員
会
会
長
賞

独
り
居
を
嘆
く
ひ
ま
な
ど
あ
ら
ざ
る
と
娘
と
の
電
話
に
小
さ
き
嘘
つ
く

徳
島

河
野
多
美
子

◆
小
松
島
市
議
会
議
長
賞

わ
が
町
も
黄
砂
に
け
ぶ
る
匍
匐
し
て
つ
か
み
し
戦
の
と
き
の
黄
土
か

高
知

小

谷

貞

広

◆
小
松
島
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

日
に
幾
度
携
帯
電
話
に
か
け
て
見
る
本
当
に
夫
は
死
ん
だ
の
だ
ろ
う
か

静
岡

山
崎
ゆ
め
子

◆
現
代
歌
人
協
会
賞

子
の
家
に
真
白
き
シ
ャ
ツ
が
揺
れ
て
い
る
ひ
ま
わ
り
の
花
と
同
じ
高
さ
に

高
知

上

田

昭

子

◆
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
賞

を
り
ふ
し
は
蝶
も
地
上
を
歩
む
な
り
菜
に
透
明
の
卵
産
み
お
き
て

徳
島

白

川

里

井

糖
尿
を
病
み
つ
つ
長
寿
賞
頂
き
て
感
謝
し
き
り
の
夫
九
十
五
歳

棚
野

田

中

茂

子

台
風
の
去
り
た
る
今
宵
の
す
ず
虫
は
コ
ン
ク
リ
の
庭
隅
に
鳴
き
始
め
た
り

立
川

堀

梅

子

す
だ
ち
の
風
味
賞
で
る
齢
と
な
り
し
息
子
よ
庭
の
一
本
今
年
も
豊
作

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

ふ
る
里
の
鮎
の
塩
焼
き
海
越
え
て
九
十
歳
の
叔
母
に
持
ち
行
く

坂
本

菅
内
久
美
子

祖
母
の
代
よ
り
受
け
継
ぎ
て
来
し
呉
服
商
時と

代き

の
流
れ
に
閉
店
決
め
る

横
瀬

平
山
美
千
江

吾
が
歌
は
何
時
も
野
菜
の
事
ば
か
り
雨
を
喜
び
白
菜
植
え
る

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

手
話
交
わ
す
夫
婦
遍
路
が
バ
ス
停
に
や
お
ら
手
を
振
り
乗
り
て
行
き
た
り

坂
本

木

下

茂

子

海
綿
を
水
に
浸
し
て
ペ
ー
ジ
繰
る
に
夜
寒
の
一
人
は
ほ
ん
に
寂
し
よ

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

新
米
の
炊
け
る
匂
い
は
部
屋
に
満
ち
ほ
こ
ほ
こ
嬉
し
子
等
帰
り
来
よ

横
瀬

日

下

克

子

阿
波
踊
り
の
土
産
に
決
め
た
露
地
す
だ
ち
ふ
る
里
の
香
を
詰
め
て
帰
り
ぬ

中
山

溝
内
喜
美
代

蓮
の
葉
に
残
る
夜
露
の
あ
り
た
れ
ば
朝
日
に
輝
き
ま
ぶ
し
く
光
る

横
瀬

廣
安
美
枝
子

千
日
紅
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
る
り
ま
つ
り
青
の
涼
し
さ
庭
に
華
や
ぐ

横
瀬

丸

関

朋

子

風
船
が
じ
ゅ
わ
じ
ゅ
わ
し
ぼ
ん
で
い
く
よ
う
に
わ
た
し
の
夢
も
小
さ
く
な
り
ぬ

棚
野

田

中

久

子

孫
達
が
亡
母
の
思
い
出
語
る
と
き
口
を
揃
え
て
素
麺
の
味

横
瀬

桜
木
千
代
子

エ
ア
コ
ン
を
自
然
の
風
と
入
れ
替
え
て
窓
開
け
放
つ
初
秋
と
な
り
ぬ

横
瀬

西

蔭

達

男

高
齢
者
マ
ー
ク
を
付
け
て
悠
々
と
ゆ
ず
ら
ぬ
ま
ま
に
後
続
車
増
え
ゆ
く

棚
野

殿

川

早

苗

生
き
て
い
る
こ
と
の
尊
さ
教
え
ら
る
娘
が
買
い
く
れ
し
一
冊
の
本

生
名

岩

本

敏

子

鉢
植
え
の
赤
と
黄
色
の
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
朝
な
夕
な
に
水
を
撒
き
や
る

坂
本

山

口

昭

市

平
成
の
米
作
り
は
機
械
な
り
昭
和
は
手
作
業
夜
星
を
戻
り
し

中
山

栗

城

絹

栗
の
実
の
弾
け
て
落
ち
る
音
の
し
て
夕
や
け
雲
の
峡
は
暮
れ
ゆ
く

坂
本

平

尾

智

男

朝
夕
に
見
回
り
し
稲
の
刈
ら
れ
い
て
つ
づ
く
田
ん
圃
に
淋
し
と
思
う

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

草
刈
り
し
土
手
の
斜
面
に
曼
珠
沙
華
わ
が
世
と
ば
か
り
群
れ
咲
き
つ
づ
く

横
瀬

林

と
み
え

蜜
柑
畑
共
に
守
り
て
半
世
紀
想
い
出
話
今
宵
も
尽
き
ず

中
角

花

岡

福

枝

害
虫
と
人
は
言
え
ど
も
賜
わ
り
し
生
の
証
に
芋
の
葉
を
食
う

棚
野

島

つ
と
む

十
二
月
五
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中

田

万

里

平
成
二
十
年
一
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

次
回
作
品
募
集
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指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

（
中
角
）
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

12
月
１
日

・
29
日

午
前
９
時
ま
で

（
横
瀬
）
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

12
月
８
日

・
29
日

午
前
９
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

①
段
ボ
ー
ル

厚
手
の
菓
子
箱
等
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

②
新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
古
本
・
雑
誌
・
紙

包
装
紙
な
ど
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

同
じ
種
類
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は

破
っ
て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ

ひ
も
で
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
勝
浦
町
住
民
課

(

４
２)

１
５
０
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
勝
浦
を
考
え
る
会
」

古
紙
の
回
収
に
ご
協
力
を
！

ビン（無色･茶色･その他）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

４日

（火）

山 西

中 角

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

11日

（火）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

18日

（火）

生 名

久 国

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

前田さん宅前ごみフェンス横

22日

（土）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

井 上 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

３日

（月）

山 西

中 角

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

10日

（月）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

17日

（月）

生 名

〃

久 国

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 前

25日

（火）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ペットボトル・白色トレイ収集日程表
収集日 地 区 備 考

６日 ・20日 旧生比奈
原則第１・３木曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

７日 ・21日 旧 横 瀬
原則第１・３金曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

不用犬引き取り日

４日 ・11日
※登録している犬の場合は印鑑と
鑑札が必要です。

平成19年12月19日 ～
平成20年１月３日

この間、県の犬の引き取りが

休業します。この期間中役場も

引き取りができません。ご迷惑

をおかけしますが、御協力をお

願いします。

なお、来月の不用犬の引き取

り日は平成20年１月８日 です。

��
��������

��

����		



12月１日 ～12月６日
場所 勝浦町図書館

保存期間がきれた図書館の雑誌等をおわ

けいたします。ぜひ、見にきてください。
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秋の牢獄 恒川光太郎

幸福日和 盛 田 隆 二

二度はゆけぬ町の地図 西 村 賢 太

パーティ 山 田 悠 介

佳人の奇遇 島 田 雅 彦

大にっほん、ろくちくおげれつ記 笙 野 頼 子

他人事 平 山 夢 明

心に竜をちりばめて 白 石 一 文

獅子の系譜 津 本 陽

私の男 桜 庭 一 樹

臥竜の天 上・下 火 坂 雅 志

黒い森 折 原 一

本朝金瓶梅 お伊勢篇 林 真理子

わたしはここにいる、と呟く。 新津きよみ

和のおやつ 金 塚 晴 子

農業と食料のしくみ 藤 岡 幹 恭

ユミリー風水2008年 直井由美里

世界一ホットする尼さんいい話 川 村 妙 慶

ちゃんとした大人のマナーがわかる本

クロワッサン編

すぐに試したくなる実践心理学 おもしろ心理学編

《新着児童書》

オバケマンションシリーズ むらいかよ

・おばけとけっこんできるかな

・おかしのいえのおばけパーティー

・がっこうおばけのふしぎ

・ともだちはおばけです

ハロウィーンってなあに？ クリステル･デモワニー

おしりかじりむし うるまでるび

★おはなし会

23日 午後２時から

図書館幼児室

※小さなお子様を対象にした紙芝居の読

み聞かせです。ぜひいらして下さい。

★図書館が閉っている時の返却本は玄関

横のブックポストに入れてください

12
月
の
行
事

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ １０１１ １２ １３１４ １５

１６ １７１８ １９ ２０２１ ２２

／ ／ ２５ ２６ ２７２８ ２９

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

23
30

24
31

あなたが今借りられている

図書館の本・ビデオ・ＣＤ等で返却期間

が過ぎているものはございませんか？

お確かめのうえ、年内に返却を

よろしくお願い致します。

新着図書の一部紹介

浅 田 次 郎

中原の虹 第四巻

五 木 寛 之

人間の関係

ロンダ・バーン

ザ・シークレット

宇江佐 真理

晩鐘 続･泣きの銀次

磯 憲一郎

肝心の子供

リ サ イ クル
����������������		
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人 口（平成19年10月31日現在）

世帯数 2,149戸

男性 3,022人

女性 3,266人

計 6,288人

出生 男 １人 女 １人 計 ２人

死亡 男 ４人 女 ５人 計 ９人

転入 男 ６人 女 ２人 計 ８人

転出 男 ６人 女 13人 計 19人

ホームページアドレス http://www.town.katsuura.lg.jp E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

大字星谷字山下 北谷トミヱ（92歳）

大字三溪字西谷 山 田 夫（89歳）

大字棚野字西久保 唐 渡 利 夫（74歳）

大字三溪字宮平 生家ツヤコ（90歳）

大字久国字松ノ本 中 西 覺（81歳）

大字坂本字観音堂 加 藤 禎 一（78歳）

大字中角字西山 福 井 時 雄（94歳）

大字三溪字神谷 神田忠次郎（84歳）

大字三溪字定岡 前田千惠子（79歳）

日 時 12月８日 午前９時30分～午後４時
場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 毎週月曜日 午前８時30分～午後７時
（月曜日が祝日の場合は、翌日の火曜日に実施）

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

年金請求に関する相談 ０５７０（０５）１１６５
年金受給している方の相談 ０５７０（０７）１１６５

受付時間 午前８時30分～午後５時まで

※土・日・祝日を除く

休日年金相談

ねんきんダイヤル

時間延長年金相談

年 金 相 談 ご利用
ください！

善意ありがとうございました
（10月16日～11月15日）

相 原 章 裕 さん（棚野） 井 内 豊 さん（久国）

以上の方から善意銀行に 善意がよせられ

ました。ありがとうございました。

◎大正琴は初心者コースもあります。

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

◎問い合わせ先 勝浦会館 （42）3305

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 今月お休みします

踊 り 〃

歌 謡 ２ ・16 午後 7:30～9:30

生け花 11 ・27 午後 7:30～9:30

大正琴 ６ ・13 ・21
午後 1:00～3:00
午後 7:00～9:00

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座を

開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

12月 交流講座ご案内

日 時 12月７日 ・14日 ・21日
午後１時～４時30分

場 所 勝浦町住民福祉センター１階

相談内容 人権・行政・厚生・福祉

※平日でも受付しておりますので、お気軽にお問い

合わせください。 (42)4652

心 配 ご と 相 談

12月 勝浦郡夜間救急当番表
日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９

３０ ３１

○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午前６時～翌朝午前９時 休日:午前７時～翌朝午前９時

お誕生おめでとう

大字生名字北 ）小 林 弘 和
温 子

二男 慈
ちか

来
ら

大字棚野字山蔭 ）相 原 章 裕
愛 子

三女 麻
ま

菜
な

美
み

大字坂本字宮平 ）椎 野 雄 作
恵美子

長男 雄
ゆう

大
だい

大字星谷字宮原 ）本 平 和 伸
真 代

二女 愛
る

弥
み

おくやみ申します

まちのうごき
平成19年10月16日～11月15日（敬称略）
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